
第２章 [環境目標の達成状況] 
 

「21'いいだ環境プラン」では、施策の進行状況をわかりやすくするため、また、市民、事業者、行政の取組みを促すためにできるかぎり数値目標を導入して

います。各分野における目標達成状況は次のとおりです。 

 

１ 廃棄物の減量と適正処理 

 【削減目標－家庭ごみ】 

（１） 家庭から排出される１年間のごみの総収集量が、平成２３年度(2011 年度)には２５，１００ｔ以下になることを目標とします。 

（２） 家庭から収集されたごみのうち、資源ごみとして排出されるごみの割合を平成２３年度(2011 年度)には３５％以上となることを目標とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみ収集量とリサイクル率の推移
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ごみ収集量とリサイクル率の推移 

年度 燃やすごみ(t) 埋立ごみ(t) 資源ごみ(t) 計(t) リサイクル率(%) 

12(2000) 13,204 4,713 5,881 23,798 24.71 

13(2001) 13,970 3,967 7,094 25,031 28.34 

14(2002) 13,968 3,432 7,966 25,366 31.40 

15(2003) 14,487 3,599 8,733 26,819 32.56 

16(2004) 13,351 2,955 8,737 25,043 34.89 

＊17(2005) 13,558 3,281 8,797 25,636 34.32 

18(2006) 13,358 3,335 8,519 25,212 33.79 

19(2007) 12,979 3,143 8,137 24,259 33.54 

20(2008) 12,571 3,191 7,995 23,757 33.65 

＊上村・南信濃の平成１７年４月～ 

平成１８年３月までの収集量 

＋平成１７年度飯田市の収集量 

＊リサイクル率 

＝(資源ごみの量/ごみの総収集量) 

 

(参考)資源物回収団体２７団体が回収した資源物（平成 20 年度） 

紙類(kg) 

新聞 ダンボール 雑誌その他 計 
牛乳パック(kg) アルミ缶(kg) びん類(本) 

496,833 518,358 182,980 1,198,171 11,878 20,029 1,443

 

 

（分析） 

ごみの総排出量は前年度に比較して減少し、目標値を達成しています。収集量で見ると燃やすごみ、資源ごみは減少していますが、埋立ごみがわずか

に増加しています。また、資源ごみとして排出されるごみの割合は、少しずつですが増加していますが、目標値には届いていません。 

埋立ごみの中にはペットボトル、ガラスびん、プラ容器包装など資源として再利用できるものが混入しています。ごみの分別を徹底し、リサ

イクルを推進するため、より一層の啓発等の取組みが必要です。 
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